
迫還

調査地に設定 した各 トレンチは,第 8図に示したように,東南から番号を付 しTl～ T7区
と呼ぶ。今回の調査で検出した主な遺構はT4区 の竪穴住居 3棟,T6区 の掘立柱建物 1棟

,

T2区 の大濤があ り,そのほか土壌,小穴などがある。

調査地のT4区・ T6区・ T7区は東西にのびる丘陵上にあた り,現在畑地になっている。

これ らの地区とTl,T3区 では15clllほ ど表上の耕作土を排土するとす ぐ地山に達 し,こ の地

山面で遺構を検出した。しかしT2区では表土の下に厚い整地層があ り,他の地区と状況を異

にしている。

第 8当 調 査 地 区 設 定 図
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1.各 地 区 の遺構

Tl区では トレンチの北西部に直径30～ 40clll,深 さ20clllほ どの小穴 2個を検出した。北側の

小穴からは土師器皿,瓦器椀,かいごが出上 し,埋土に木炭・焼土を含んでいる。

T2区では斜行する大濤 S D 140がある。この トレンチでは厚い堆積層が遺構を 覆 っ て い

る。T3区 では瓦器を含む小穴 4個 と西側にのびる大形の上墳 S K143が あ る。また中央やや

南よりに トレンチを斜行する落ち込みがある。これはT2区 の大濤 S D 140の 北 岸にあてるこ

ともできるが,自 然の谷であるかも知れない。このことは後述する。

今回の調査地で最も高い位置にあたるT4区には,竪穴住居 S D 105, S D l10, S B l15が

ある。ほかにこれ らの竪穴住居 と同時期 とみ られる土娯,小穴,濤などを検出した。

T5区では トレンチ南端部に,瓦器を含んだ浅 く広い土壊 S K131, S K132が ある。これら

のうち土墳 S K182が新 しく,南側に‖状の高まりが穴西にのびているが,その性格は切らか
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でない。

T6区 では掘立柱建物S B120が ある。ほかにこの定物の周辺には浅い土境 S K121～ 127が

ある。これらのうちS K121は 古墳時代の遺物, S K124は 弥生時代の畿内第 5様式の上器を含

み, S K125は 瓦器を含んで清 り,ほかは遺物を含んでいない。T6区 の南端には深い落ち込

みS K128が ある。これ はもとの丘陵の裾の一部にあたるものが,のちに厚い整地層によって

おおわれたものと考えられ,こ の整地層はT2区の整地層と時期および性格が共通するものと

みられる。この谷筋を埋めて旧地形を変える大規模な整地作業が行なわれた時期は,整地層に

含まれている遺物からみると中世の一時期と考えられる。

T7区では,南端と北西の隅で小穴を検出した。 このほか顕著な遺構はないが, S K130を

検出した中央部から南にかけて一段低くなっている。

2.主 な 遺 構

S B 105

T4区 の中央やや束寄 りにある堅穴住居跡である。束壁 と北壁はよく残っているが,南壁 と

西壁は現地形が下が りはじめるところにあた り削平されていて切確ではない。西壁は柱穴の位

置か らみると,西側柱穴の西約50cIIlの 位置で検出した浅い落ち込みにあたるとみられ,こ の西

壁 と柱穴 との出↓にある浅い勝を堅穴住居の西川濤の一部 とみてよいようである。南側は S K103

の南瑞と一致する浅い落ち込みとみてよい。以上のようにみれば, S B105の平面形は南北に

長い長方形で,その広さは 2m× 3,7mほ どでぁる。 /13濤 は東と北で検出し,西でも一部濤の

底を検出した。周勝の深さは束と北は 5 cmほ どである。柱穴は 4隅にある。直径はいずれも20

clll深 さ20cmほ どである。また住居の南端部には瓦器を含む上壌 S K103が ある。炉もしくはカ

マ ドは倹出されなかった。

S B105の 埋 め上は茶掲色上で瓦器,土師器小皿の小片を含み,周濤にも瓦器を 含 ん で い

る。また S K103は 瓦器が多量に出上 している。 S K103は 検出面からみると竪穴住居にとも

なったとみてよく,そ の位置からすれば貯蔵穴 とみてよいであろう。

S Bl10

T4区 の西南部, S B 105の 西で検出した竪穴住居である。西南部分は S Bl15と 重複 してお

り、壊 されている。また南部分は丘陵の斜面にあたってお り,崖に沿って削平が著 しく,南壁

部分を失っている。ただ南壁の位置は南側柱穴の穿れた位置からみて柱穴の南約50cnほ どのと

ころと考えられる。西壁はその痕跡を確認できなかったが, s B lo5と 同形の平面 とみるとS

K107の 7耳端あた りとなる。現存するSB■0の 平面は束西に長い長方形を呈し、その広さは4.5

m× 3mほ どでぁる。周濤は北 と束で検出した。東側の周濤の南端は住居外にのび,地形に沿

って南に流れ排水されていたと考えられる。柱穴は四隅にそれぞれあ り,直径45clll,深 さ35cm

ほどであるが,西南隅のみは直径25cm,深 さ40cmで ゃや小さい。柱穴はいずれも住居の中心に

向って斜めに掘 られてお り,その柱は内1云 びであったと考えられる。六面は一部で堅 く踏み し
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められている。この竪穴住居にも炉 もしくはカマ ドはみ られない。

住居内の西端部では S K107を 検 出した。この上域からは瓦器が重って多量に出上 した。 S

K107は S Kl10で 検出した S K103と 共 通 した性格のものであろう。深さは15cmほ どである。

S Bl15

T4区 の西南隅で検出した竪穴住居跡で, S Bl10と 重複 し, S Bl10の西壁を壊 している。

東壁 と北壁を検出したが,西壁は未検出,南壁は S Bl10と 同様に丘陵の斜面にあ た って お

り,削平されて残っていない。 したがって,平面形, 面積 とも明らかでないが, S B105, S

B l10と 同様のものであろう。 周濤は東 と北で検出した。北周濤はさらに西にのびている。柱

穴は東北隅のみ検出した。直径約30cm,深 さ33clllである。ほかに S K108や S K109の小穴群を

検出したが, S B l15に 関 係 するものかどうか明らかでない。住居内からは土師器,瓦器が出

上 している。

S B120

T6区 で検出した 3問 ×2間 の束西棟掘立柱建物である。平面形は長方形を呈 しているが ,

かな りいびつである。桁行の柱間は2.5m等 間 であるが,梁行の柱間はばらついていて 1,7～

2mでぁる。柱掘 り方は検出した半数ほどが約10CIll,ほ かは20cmほ どで,いずれも浅 く建物の

周囲が全体に削平されていると考え られる。南桁行柱列の束から二つ日の柱掘 り方が検出され

なかったのは,浅かったので削平されて痕跡をとどめていないのか,も ともとこの位置に柱が
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第11図 T2区のS D140土 層図

なかったのか切らかでない。柱掘 り方の埋め土は,いずれも褐色土に黄灰色土を混えたもので

あ り,各柱穴で柱痕跡を確認 した。 柱痕跡は直径 20clll程 で, 南側柱列の西から二つ目にはこ

ぶ し大の石があ り,柱の根固めに用いられたものかも知れない。

S B120の 柱 掘 り方の埋め上には,瓦および小片であるが,奈良時代のものとみてよい土師

器の須恵器片を数点含んでいる。

S K121・ S K124

S K121は S B120の 北にある大型長円形の上崚で,深 さ15cmほ どのものである。上曖の中か

らは古墳時代の変恵器高杯が出上 した。また S K124は S B120の す ぐ北西にある不整形の月ヽ型

の上墳である。深さ10cIIlほ どである。この上壌からは弥生時代の畿内第 V様式の甕,高杯が出

上 した。また焼土や木灰も含んでいる。

S D 140

T21Xで検出した濤状の遺構である。最下層の緑灰納上層からは藤原宮跡の出上例 と共通す

る 7世紀末のiL巨「身ξ,須恵,子が出上 し,その上の灰黄棚上層は瓦器片を合んでいる。さらに上

に茶褐笛上が厚 くおおっている。

この S D140の 南岸は東北から西南に か けて地出が斜行 してお り,濤はこの地山に沿ってい

る。北片:は T2区 とT3区 とのド1に調査地内を貫通する通路が通ってお り,T3区 まで連接 し

て調査することができなかったので検出しえていない。濤状の遺構もしくは自然地形によるせ

まい谷ないしは凹みにあたることも考え られる。自然地形に関係するものとすれば,T3区 の

S K143の さが りと関連する可能性もある。 現状で検出しえている幅は 7m以上で, 深 さは

1.lmを測る。第11図はT2区 の土層図である。
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